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2Wa-3　　　　　高齢者が捉える生活環境についての調査研究(第２報)

　　　　　　　　　　　　一主観的幸福感と社会的環境との関連性－

　　　　　　　お茶の水女大生活科学　　袖井孝子　　工藤由貴子　　○平野順子

【目的】わが国では近年の寿命の伸びにつれ、高齢者の幸福感や満足度に対する関心が増

　してきた。これまで社会学や社会心理学など様々な分野で、主観的幸福感と属性、パー

　ソナリティ、日常生活、健康度、ネットワークや受けたサポートなどとの関連が明らか

　にされている。これからはますます、職場から退いた後に地域で過ごす期間も伸びて行

　く。故に、地域との関りの中で、高齢者がどれだけ生活に対して満足しているかという

　ことが重要になってくる。そこで、本研究では、改訂版p. G.C.モラールスケール(Lawton,

　1975)を用いて、主観的幸福感と地域との関わり、ソーシャルネットワーク、ソーシャル

　サポートなどとの関連を明らかにする。
【方法】調査対象と質問項目は第１報と同じである。本研究ではその調査結果のうち、特

　に属性、地域との関わり、日常の付き合い、ソーシャルネットワーク、ソーシャルサポ

　ートなどについて、モラール得点との関連性を検討する。

【結果】(1)居住形態では、在宅高齢者の方が施設入居者に比べてモラールが高い。属性

　との関係においては、若く、健康度が高く、経済的条件がよく、学歴が高い高齢者の方

がモラールが高い。配偶関係においては、配偶者がいる方がモラールが高い。(2)在宅

高齢者では同居者がいる方が、施設入居者では夫婦で入所しているよりも単身で入所し

ている方が、モラールは高い。(3)在宅高齢者では、全住居所有形態の中で、民間の借

家居住者において、最もモラールが低い。(4)地域の居住年数との関連は明らかではな

い。

2Wa－ ４ 高齢期夫婦の関係性ステイタスと夫婦適応の関連性の検討

宇都宮博　（広島大）

　【目的】夫婦の関係性ステイタスの観点から、高齢期夫婦の配偶者に対する満足感および

夫婦人生の受容状況を分析する。

　【方法1(1)調査対象者：広島県在住で、夫婦のどちらか一方が少なくとも60歳以上か、結

婚年数が30年以上の有配偶者202名（男性94名、女性108名）。（2)手続き：関係性ステイタ

ス評定のための文章完成法（関係性達成型、献身的関係性型、妥協的関係性型、関係性拡

散型、表面的関係性型、独立的関係性型のいずれかに評定）や結婚満足度（袖井・都築、

1985)などからなる質問紙調査を実施した。

　【結果】(1)配偶者に対する満足感：関係性達成型は、ほとんどのサブスケールにおいて、

他のステイタスより有意に高い得点を示していた。一方献身的関係性型と関係性拡散型は、

ほとんどのサブスケールにお’いて、他のステイタスより有意に低い得点を示していた。総

得点では、関係性達成型がすべてのステイタスよリ有意に高い得点を示していた（関係性

達成型＞表面的関係性型＞妥協的関係性型‘･･独立的関係性型＞献身的関係性型＞関係性拡

散型）。(2）夫婦人生の受容：自己と配偶者がともに意義ある人生を送っていると認知して

いる者の出現頻度が最も高かったのは、関係性達成型であった（全体の約４割）。また夫

婦関係が最も円満な時期は現在であるとしている洛の出現頻度が最も高かったのも、関係

性達fS.型であった（全体の約5 割）。これらの結果から、配偶者の存在に人格的価値を見

出し、積極的関与をしている関係性達成型は、高齢期の夫婦生活において適応的であるこ

とが示唆された。
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